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■今号20ページ　主な内容
●令和８年新年のご挨拶 ＪＡ阿蘇組合長 原山寅雄
●世界農業遺産フェア／新規就農ツアー／トップセールス
●生産各部会の検討会・査定会・出荷等の動き
●小国郷・中部・南部地区で収穫感謝祭
●女性部料理コンテスト
●「イラスト違い」正解者に抽選でプレゼント！etc.
　　　　　　　　　　　       今号も話題と情報を満載！！
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　新年、明けましておめでとうございます。

　皆様には輝かしい新春をお迎えのことと、お慶び申し上げます。当組合の事業運営につきましては

日頃より格別なるご協力とご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

　昨年８月には、熊本県内各地において記録的な大雨の影響で、農地・農業施設等に甚大な被害が

発生し、多くの組合員の皆様が厳しい状況に直面されました。被害に遭われた方に心よりお見舞いを

申し上げると共に、一日も早い復興をお祈りいたします。

　25年産米において、７月に初めて米集荷推進大会を開催し、全国的にも早い段階で概算金目標額を

提示したことで、概算金ベースの礎を築きました。民間事業者との集荷競争が激しくなる中、取引業者

との価格交渉を進め、再生産可能な金額をお支払いすることが出来ました。さらに、今年度から営農

継続と経営安定を図るため、米の定価販売に向けた取り組みに努めて参ります。

　農畜産物においても、トップセールスや販売促進活動に尽力し、多くの品目で前年比を上回ることが

できました。阿蘇ブランドの更なる拡大を展開するため、今後も高冷地栽培の強みや阿蘇地域世界農業

遺産のPR活動に尽力いたします。

　また、組合運営につきまして「ＪＡ阿蘇活動総合３カ年計画」を新たに策定しました。

　掲げている自己改革の「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域活性化」の実現に向け、

組織内の事業間連携を図り、目標達成に全力で取り組みます。

　将来にわたって農家・組合員の「営農とくらし」を守るために何ができるのか、何が必要なのかを

考え、今後も組合員や地域の皆様に期待され、無くてはならないＪＡ阿蘇を目指し、一層努力して

参ります。

　結びに、迎えた本年が皆様にとって明るく輝かしい年でありますことをご祈念申し上げ、年頭の

ご挨拶と致します。

阿蘇農業協同組合

代表理事組合長　原山　寅雄

『無くてはならない』
ＪＡ阿蘇を目指す

令和8年（2026年）新年のご挨拶
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「
世
界
農
業
遺
産
フ
ェ
ア
」開
催

   

更
な
る
阿
蘇
の
魅
力
を
発
信
！

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
営
農
部
は
10
月
25
・
26
日
、

世
界
に
誇
る
伝
統
的
な
農
業
の
知
恵
と
文

化
を
紹
介
す
る
「
阿
蘇
地
域
世
界
農
業
遺

産
フ
ェ
ア
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ア
に
は
多
く
の
来
場
者
が
あ
り
、

阿
蘇
地
域
の
特
色
あ
る
食
文
化
に
触
れ
な

が
ら
、
持
続
可
能
な
農
業
の
魅
力
を
再
認

識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
、
阿
蘇
地
域
世
界
農
業
遺

産
推
進
協
会
か
ら
阿
蘇
産
農
畜
産
物
の
消

費
拡
大
活
動
の
業
務
委
託
を
受
け
て
お
り
、

販
促
活
動
や
Ｐ
Ｒ
活
動
を
通
し
て
、
阿
蘇
産

農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
や
阿
蘇
地
域
世
界
農

業
遺
産
の
認
知
度
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
農
業
師
匠
運
営
事
務
局
は
９

月
13
日
、
新
規
就
農
を
目
指
す
人
を
対
象

に
し
た
現
地
バ
ス
ツ
ア
ー
を
阿
蘇
地
域
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

同
バ
ス
ツ
ア
ー
は
実
際
に
就
農
し
た
先

輩
農
家
を
訪
ね
、
営
農
に
お
け
る
実
情
や
地

域
で
の
暮
ら
し
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
目
的
で
す
。
当
日
、
県
内
外
か
ら
農

業
に
関
心
を
持
つ
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
は
阿
蘇
市
内
で
新
規
就
農
者
と
し
て

ト
マ
ト
栽
培
を
始
め
て
３
年
の
緑
智
博
さ
ん

　

会
場
で
は
営
農
部
が
阿
蘇
の
あ
か
牛
を

使
っ
た
サ
イ
コ
ロ
ス
テ
ー
キ
を
振
る
舞
い
、

女
性
部
に
よ
る
豚
汁
や
地
元
商
店
街
に
よ

る
あ
か
牛
カ
レ
ー
な
ど
も
出
店
。
体
験
ブ

ー
ス
で
は
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
阿
蘇
地
域

振
興
局
に
よ
る
世
界
農
業
遺
産
ク
イ
ズ
で
盛

り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
来
場
者
か
ら
は

「
地
域
の
努
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」「
自

然
と
共
に
生
き
る
農
業
の
大
切
さ
を
感
じ

た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

主
催
し
た
営
農
部
の
担
当
者
は
「
こ
の

フ
ェ
ア
で
多
く
の
人
に
阿
蘇
地
域
の
農
業

文
化
を
知
っ
て
も
ら
え
た
。
今
後
も
更
な

る
阿
蘇
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
」

と
手
応
え
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

阿蘇の伝統と未来をつなぐ〝農の力〟を世界に

阿蘇の素材で作られた「豚汁」を販売する女性部スタッフ

営農部のスタッフが焼く
あか牛サイコロステーキ

青
壮
年
部「
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
」も
大
好
評
！

Ｊ
Ａ
阿
蘇
農
業
師
匠
運
営
事
務
局

新
規
就
農
希
望
者
を

　
　

バ
ス
ツ
ア
ー
で
現
地
に
案
内

と
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
を
始
め
て
２
年
の

市
来
祐
介
さ
ん
・
悠
子
さ
ん
夫
妻
の
圃
場

を
訪
問
。
就
農
ま
で
の
経
緯
や
苦
労
、
や
り

が
い
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
中
部
野
菜
セ
ン
タ
ー
で
は
、

営
農
部
園
芸
課
の
松
田
浩
幸
課
長
が
ト
マ

ト
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
が
選
果
さ
れ
る
工
程
、

出
荷
体
制
な
ど
を
説
明
。
参
加
者
は
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
南
阿
蘇
村
の
受
入
協
議
会
と
協

力
し
、
南
阿
蘇
村
で
有
機
農
業
に
取
り
組
む

受
入
農
家
の
椛
島
剛
士
さ
ん
の
圃
場
を
訪
問
。

有
機
農
業
な
ら
で
は
の
課
題
や
始
め
た
経
緯
、

地
域
と
の
関
わ
り
方
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る

話
や
課
題
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
現
場
の
声
を
直
接
聞

け
て
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
」
「
阿
蘇
で

の
就
農
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
た
」
と
い
っ
た

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

松
田
課
長
は
「
阿
蘇
で
活
躍
す
る
若
手

が
増
え
て
い
る
。
今
後
も
担
当
職
員
や
部

会
員
と
共
に
、
地
域
で
貢
献
し
て
い
く
新

規
就
農
者
を
支
援
し
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。（
写
真
上
＝
新
規

就
農
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
に
説
明
を
す
る
営
農
部

松
田
課
長
）
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10
月
下
旬
25
年
産
イ
チ
ゴ
初
出
荷

販
売
額
８
億
６
０
０
０
万
円
を
計
画

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
管
内
で
10
月
27
日
、
２
０
２

５
年
産
イ
チ
ゴ
の
初
出
荷
を
迎
え
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
阿
蘇
い
ち
ご
部
会
で
は
、
36
戸
が
約

11
・
６
ha
に
作
付
し
九
州
管
内
や
関
東
・

関
西
市
場
を
中
心
に
出
荷
し
ま
す
。

　

品
種
は
甘
く
香
り
の
強
い
「
恋
み
の
り
」

や
、「
ゆ
う
べ
に
」「
さ
が
ほ
の
か
」
の
３

品
種
で
、
同
部
会
で
は
販
売
数
量
５
１
３
ｔ

（
前
年
比
１
０
５
％
）
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

25
年
産
は
高
温
の
影
響
で
病
害
虫
の
発

生
や
定
植
の
遅
れ
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、

９
月
に
入
り
花
芽
分
化
が
進
み
、
９
月
５

日
か
ら
定
植
を
開
始
。
順
調
な
生
育
と
な

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
10
月
31
日
・
11
月
１
日
、
イ

チ
ゴ
の
本
格
的
な
出
荷
を
前
に
出
荷
市
場
を

訪
問
し
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
ま
し
た
。

　

原
山
寅
雄
組
合
長
や
い
ち
ご
部
会
の
園

田
賢
臣
部
会
長
ら
６
人
が
、
神
奈
川
県
の

横
浜
丸
中
青
果
や
東
京
都
の
東
京
シ
テ
ィ

青
果
を
訪
問
し
、
販
売
促
進
活
動
や
出
荷

販
売
計
画
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
５
年
産
の
生
育
状
況
は
気
温
が

高
く
、
日
照
も
十
分
あ
っ
た
こ
と
で
ス
ム

ー
ズ
な
活
着
と
な
り
、
10
月
下
旬
に
初
出

荷
を
迎
え
、
12
月
中
旬
の
出
荷
ピ
ー
ク
に

向
け
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

イ
チ
ゴ
本
格
的
出
荷
を
前
に

横
浜
丸
中
青
果
・
東
京
シ
テ
ィ
青
果
で

更
な
る
販
拡
求
め
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

　

原
山
組
合
長
は
「
生
産
者
一
人
一
人
が
愛

情
を
込
め
て
栽
培
し
て
い
る
。
産
地
の
想
い

を
理
解
い
た
だ
き
、
販
売
に
尽
力
し
て
ほ
し

い
」
と
力
強
く
挨
拶
し
、
大
消
費
地
で
あ
る

首
都
圏
や
都
市
部
市
場
へ
更
な
る
販
路
拡
大

を
求
め
ま
し
た
。

　

市
場
関
係
者
ら
は
「
日
々
の
情
報
交
換
を

密
に
行
い
、
生
産
者
の
思
い
を
理
解
し
販
売

し
て
い
く
」
と
応
え
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
で
は
今
後
も
定
期
的
な
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
行
い
、
販
売
力
強
化
に
尽
力
し

て
い
く
予
定
で
す
。
（
写
真
上
＝
横
浜
丸
中
青

果
で
更
な
る
販
路
拡
大
を
求
め
る
原
山
組
合
長
）

トマト「りんか４０９」栽培15年
ＪＡ阿蘇へサカタのタネ坂田宏会長から感謝状

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
に
10
月
16
日
、
㈱

サ
カ
タ
の
タ
ネ
坂
田
宏
代
表
取

締
役
会
長
か
ら
、
同
社
の
開
発

品
種
で
あ
る
ト
マ
ト
「
り
ん
か

４
０
９
」
の
長
年
の
栽
培
に
対

す
る
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
で
は
品
種
変
更
か
ら

15
年
、
栽
培
さ
れ
る
ト
マ
ト
は

「
り
ん
か
４
０
９
」
が
１
０
０
％

を
占
め
、
極
め
て
重
要
な
主
力
品

目
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

食
味
の
良
さ
や
安
定
し
た
収
量

性
か
ら
、
25
年
産
は
販
売
数
量
４

８
０
０
ｔ
（
前
年
比
１
０
４
％
）
、

販
売
金
額
19
億
２
０
０
０
万
円

（
同
１
０
５
％
）
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
坂
田
会
長
は
「
り
ん
か
４

０
９
を
こ
れ
ほ
ど
長
く
、
そ
し
て

全
面
的
に
採
用
し
大
切
に
育
て
て
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま

す
。
Ｊ
Ａ
阿
蘇
の
皆
さ
ま
の
努
力
が
、
品

種
の
価
値
を
高
め
、
地
域
の
活
力
を
生
み

出
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
」
と
謝
辞
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

感
謝
状
贈
呈
後
、
坂
田
会
長
は
ト
マ
ト

部
会
の
斉
藤
孝
幸
部
会
長
の
圃
場
を
訪
問
。

品
種
の
改
良
点
や
、
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
今
後
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
斉
藤
部
会
長
は
「
生
産

者
一
同
、
こ
の
品
種
を
信
じ
て
育
て
て
き
ま

し
た
。
感
謝
状
を
励
み
に
、
よ
り
一
層
品
質

に
こ
だ
わ
っ
た
ト
マ
ト
作
り
を
続
け
て
い
き

ま
す
」
と
力
強
く
応
え
て
い
ま
し
た
。

（
写
真
上
＝
感
謝
状
贈
呈
式
の
様
子
。
左
か
ら
齊

藤
営
農
部
長
・
坂
田
会
長
・
原
山
組
合
長
・
田
嶋

常
務
・
営
農
部
松
田
課
長
）

※
次
ペ
ー
ジ
に
続
く

り
ま
し
た
。

　

園
田
部
会
長
は
「
イ
チ
ゴ
は
一
粒
一
粒

が
完
熟
す
る
ま
で
に
、
丁
寧
な
手
入
れ
が

必
要
と
な
る
。
部
会
員
一
人
一
人
の
ア
イ

デ
ア
や
意
見
を
大
切
に
し
、
本
年
産
も
よ

り
品
質
向
上
を
目
指
し
、
安
全
・
安
心
な

イ
チ
ゴ
を
皆
様
に
お
届
け
し
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
が
取
り
ま

と
め
る
輸
出
事
業
に
初
年
度
か
ら
取
り
組
み
、

手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
も
台
湾
向

け
に
厳
格
な
栽
培
管
理
を
徹
底
し
、
更
な
る

出
荷
を
展
開
し
て
い
く
方
針
で
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
写
真
＝
イ
チ
ゴ
選
果
の
様
子
）
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Ｊ
Ａ
阿
蘇
管
内
で
10
月
27
日
、
２
０
２

５
年
産
イ
チ
ゴ
の
初
出
荷
を
迎
え
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
阿
蘇
い
ち
ご
部
会
で
は
、
36
戸
が
約

11
・
６
ha
に
作
付
し
九
州
管
内
や
関
東
・

関
西
市
場
を
中
心
に
出
荷
し
ま
す
。

　

品
種
は
甘
く
香
り
の
強
い
「
恋
み
の
り
」

や
、「
ゆ
う
べ
に
」「
さ
が
ほ
の
か
」
の
３

品
種
で
、
同
部
会
で
は
販
売
数
量
５
１
３
ｔ

（
前
年
比
１
０
５
％
）
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

25
年
産
は
高
温
の
影
響
で
病
害
虫
の
発

生
や
定
植
の
遅
れ
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、

９
月
に
入
り
花
芽
分
化
が
進
み
、
９
月
５

日
か
ら
定
植
を
開
始
。
順
調
な
生
育
と
な

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
10
月
25
・
26
日
、
阿
蘇
市
の

阿
蘇
体
育
館
で
「
２
０
２
５
年
総
合
展
示

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
北
部
・
中
部
・
南
部
の
３
拠
点

で
分
散
し
て
行
っ
て
い
た
展
示
会
を
、
今
年

か
ら
中
部
の
１
カ
所
に
集
約
し
た
こ
と
で
過

去
最
大
規
模
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

原
山
寅
雄
組
合
長
は
開
会
式
で
「
目
標

達
成
に
向
け
、
誠
意
と
真
心
を
込
め
た
接

客
を
心
が
け
て
ほ
し
い
」
と
力
強
く
挨
拶

し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
話
題
性
の
あ
る
商
品
展
示
の
ほ

か
、
地
域
の
特
産
品
販
売
や
お
も
ち
ゃ
く
じ

※
前
ペ
ー
ジ
よ
り
続
く

コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅

広
い
層
が
楽
し
め
る
内
容
を
展
開
し
ま
し
た
。

１
０
０
０
人
を
超
え
る
人
が
来
場
し
、
売
上

金
額
４
１
０
３
万
円
（
目
標
比
１
０
２
・
５

％
）
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

担
当
の
購
買
部
職
員
は
「
今
後
も
皆
様
に

愛
さ
れ
る
総
合
展
示
会
を
目
指
し
、
出
店
業

者
と
協
力
し
て
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

商
品
の
充
実
を
さ
ら
に
図
り
た
い
」
と
抱
負

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

過
去
最
大
規
模
の
総
合
展
示
会
開
催

売
上
４
１
０
３
万
円
で
目
標
額
達
成

『
Ｊ
Ａ
あ
そ
だ
よ
り
』

　
表
紙
の
生
産
者 

丹
生
幸
宏
さ
ん

『
Ｊ
Ａ
あ
そ
だ
よ
り
』

　
表
紙
の
生
産
者 

丹
生
幸
宏
さ
ん

「
消
費
者
に
少
し
で
も
安
全
・
安
心
で

　

体
に
良
い
も
の
を
食
べ
て
ほ
し
い
！
」

お洒落なデザイン、豊富な品揃え
消費者ニーズにピッタリ！

お
も
ち
ゃ
く
じ
に

　
　

挑
戦
す
る
親
子

♥
ド
キ
ド
キ
感
が

　
　

た
ま
ら
な
い
！

り
ま
し
た
。

　

園
田
部
会
長
は
「
イ
チ
ゴ
は
一
粒
一
粒

が
完
熟
す
る
ま
で
に
、
丁
寧
な
手
入
れ
が

必
要
と
な
る
。
部
会
員
一
人
一
人
の
ア
イ

デ
ア
や
意
見
を
大
切
に
し
、
本
年
産
も
よ

り
品
質
向
上
を
目
指
し
、
安
全
・
安
心
な

イ
チ
ゴ
を
皆
様
に
お
届
け
し
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
が
取
り
ま

と
め
る
輸
出
事
業
に
初
年
度
か
ら
取
り
組
み
、

手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
も
台
湾
向

け
に
厳
格
な
栽
培
管
理
を
徹
底
し
、
更
な
る

出
荷
を
展
開
し
て
い
く
方
針
で
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
写
真
＝
イ
チ
ゴ
選
果
の
様
子
）

　

西
原
村
で
新
規
就
農
５
年
目
を
迎
え
た

丹
生
幸
宏
さ
ん
（
39
歳
）。

　
「
消
費
者
に
少
し
で
も
〝
安
全
・
安
心
で

体
に
良
い
も
の
〞
を
食
べ
て
ほ
し
い
」
と
い

う
思
い
か
ら
有
機
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
栽
培
に
こ
だ
わ
り
、

少
量
多
品
種
で
人
参
・
大
根
・
フ
ェ
イ
ジ
ョ

ア
な
ど
年
間
約
30
種
類
ほ
ど
の
露
地
野
菜

及
び
露
地
果
樹
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
肥
後
野
菜
の
一
つ
で
あ
り
、
国

指
定
特
定
天
然
記
念
物
及
び
絶
滅
危
惧
種

Ｉ
Ａ
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
「
水
前
寺
の

り
」
を
嘉
島
町
に
設
け
た
養
殖
場
で
、
年

間
1.5
〜
２
ｔ
生
産
し
て
い
ま
す
。

　

生
産
さ
れ
た
水
前
寺
の
り
は
食
用
と
し

て
県
内
の
料
亭
や
ホ
テ
ル
な
ど
で
使
わ
れ

て
い
る
ほ
か
、
保
湿
成
分
と
し
て
化
粧
品

会
社
に
も
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

丹
生
さ
ん
は
、Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
西
原

支
部
長
を
務
め
て
お
り
、
日
頃
か
ら
地
域

に
根
差
し
た
支
部
活
動
を
盟
友
と
共
に
尽

力
し
て
い
ま
す
。

　

西
原
支
部
の
活
動
は
、
地
元
の
小
学
生

や
保
育
園
児
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
食
農

教
育
活
動
の
ほ
か
、
夏
場
に
は
観
光
業
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
ヒ
マ
ワ
リ
畑
で
迷
路
を

作
り
、
年
末
の
時
期
に
な
る
と
、
西
原
村

農
道
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
を
行
う
な

ど
多
方
面
に
わ
た
り
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
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Ｊ
Ａ
阿
蘇
い
ち
ご
部
会

令
和
７
年
度
出
荷
査
定
会
開
催

写真上＝収穫をする児童／写真下
＝大きく育った原木生シイタケ

いちご部会出荷査定会の様子

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
い
ち
ご
部
会
は
11
月
４
日
、
行

政
・
部
会
員
・
Ｊ
Ａ
担
当
者
・
市
場
関
係
者

ら
が
出
席
し
、
阿
蘇
市
で
令
和
７
年
度
出
荷

査
定
会
を
開
催
。
部
会
一
丸
と
な
り
高
品
質

な
「
阿
蘇
い
ち
ご
」
を
出
荷
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

出
荷
の
本
格
的
な
ピ
ー
ク
は
12
月
中
旬
頃

と
見
ら
れ
て
お
り
、
部
会
で
は
今
シ
ー
ズ
ン

販
売
金
額
８
億
円
、
反
収
５
ｔ
（
年
内
１

ｔ
）
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

園
田
賢
臣
部
会
長
は
「
栽
培
意
欲
、
技
術

向
上
を
目
的
と
し
、
高
品
質
な
イ
チ
ゴ
を
生

産
し
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に

常
に
市
場
動
向
を
注
視
し
、
部
会
一
丸
と
な

っ
て
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
」
と
目
標

達
成
に
向
け
た
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

中
部
ト
マ
ト
部
会
総
合
検
討
会

市
場
関
係
17
社
で
販
売
戦
略
協
議

小
国
郷
生
し
い
た
け
部
会

小
国
小
で
原
木
生
シ
イ
タ
ケ
収
穫
祭

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
中
部
ト
マ
ト
部
会
は
11
月
11
日
、

熊
本
市
で
総
合
検
討
会
を
開
催
。
Ｊ
Ａ
熊
本

経
済
連
を
は
じ
め
主
要
な
取
引
市
場
17
社
の

関
係
者
が
出
席
し
、
令
和
７
年
産
の
生
産
と

販
売
状
況
を
詳
細
に
検
討
し
、
８
年
産
に
向

け
た
戦
略
を
協
議
し
ま
し
た
。

　

斉
藤
部
会
長
は
冒
頭
の
挨
拶
で
「
多
く
の

市
場
関
係
者
に
参
加
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
消
費
者
に
愛
さ
れ
る
高
品
質
な
阿

蘇
ト
マ
ト
を
安
定
供
給
す
る
た
め
、
市
場
の

ニ
ー
ズ
を
直
接
聞
き
、
よ
り
強
い
連
携
を
築

き
た
い
」
と
述
べ
、
市
場
関
係
者
へ
の
感
謝

と
と
も
に
、
高
品
質
な
ト
マ
ト
の
安
定
供
給

に
向
け
た
部
会
の
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

検
討
会
で
は
指
導
員
よ
り
令
和
７
年
産
の

生
育
及
び
販
売
状
況
の
報
告
が
あ
り
、
今
作

特
有
の
気
象
条
件
が
生
産
に
与
え
た
影
響
に

つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
販
売
部
門
か
ら
市
場
別
及
び
ア
イ

テ
ム
別
の
具
体
的
な
販
売
実
績
が
報
告
さ
れ
、

さ
ら
な
る
品
質
向
上
と
安
定
的
な
出
荷
の
在

り
方
に
つ
い
て
、
有
意
義
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。
同
部
会
で
は
市
場
の
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
把
握
し
、
今
後
も
部
会
一
丸
と
な
っ

て
、
高
品
質
な
阿
蘇
産
ト
マ
ト
の
生
産
と
供

給
体
制
の
強
化
を
目
指
す
方
針
で
す
。

　

九
州
有
数
の
原
木
シ
イ
タ
ケ
産
地
で
あ
る

Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国
郷
生
し
い
た
け
部
会
は
11
月

12
日
、
小
国
小
学
校
で
原
木
生
シ
イ
タ
ケ
の

収
穫
祭
を
開
き
ま
し
た
。

　

収
穫
祭
に
あ
た
り
、
事
前
授
業
と
し
て
Ｊ

Ａ
阿
蘇
の
木
下
翔
太
指
導
員
が
、
様
々
な
種

類
の
シ
イ
タ
ケ
ク
イ
ズ
や
原
木
シ
イ
タ
ケ
と

菌
床
シ
イ
タ
ケ
の
違
い
、
原
木
シ
イ
タ
ケ
が

で
き
る
ま
で
の
流
れ
な
ど
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
昨
年
２
月
に
打
ち
込
ん
だ

原
木
か
ら
大
き
く
育
っ
た
シ
イ
タ
ケ
を
収

穫
し
ま
し
た
。

　

収
穫
を
体
験
し
た
児
童
ら
は
「
駒
打
ち
し

て
か
ら
収
穫
ま
で
長
い
時
間
が
か
か
っ
た
が
、

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
育
っ
て
い
て
嬉
し
い
で

す
」「
芽
を
切
っ
て
い
る
の
が
あ
る
の
で
今

後
も
大
事
に
育
て
た
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

小
国
郷
生
し
い
た
け
部
会
の
松
野
英
一

部
会
長
は
「
一
か
ら
作
業
を
行
い
、
野
菜
作

り
の
苦
労
や
農
業
の
大
切
さ
、
収
穫
の
喜
び

を
味
わ
う
こ
と
は
と
て
も
い
い
体
験
だ
と

思
う
。
こ
う
い
っ
た
体
験
を
通
し
な
が
ら
原

木
シ
イ
タ
ケ
の
良
さ
を
広
め
て
行
き
た
い
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

木
下
指
導
員
は
「
子
供
た
ち
の
収
穫
時
の

う
れ
し
そ
う
な
笑
顔
に
食
育
活
動
の
大
切
さ

を
改
め
て
実
感
さ
せ
ら
れ
た
」
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。
同
部
会
は
２
月
に
同
小
３
年
生
を

対
象
に
駒
打
ち
体
験
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

中部トマト部会総合検討会の様子
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Ｊ
Ａ
阿
蘇
年
金
友
の
会

親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

山
本
止
選
手
（
西
原
支
部
）
が
優
勝

Ｊ
Ａ
阿
蘇
チ
ー
ム
が
準
優
勝

職
場
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
熊
本
県
大
会

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
年
金
友
の
会
は
10
月
11
日
、
阿

蘇
市
一
の
宮
総
合
運
動
公
園
で
「
第
20
回
親

善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
本
大
会
は
会
員
相
互
の
健
康
増
進
を

図
り
、
親
睦
と
融
和
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
管
内
11
支
部
か
ら
１
２
２
人
の
会

員
が
参
加
。
選
手
た
ち
は
秋
晴
れ
の
中
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　

選
手
ら
は
「
こ
の
よ
う
な
大
会
を
通
じ
て

交
流
の
幅
が
増
え
、
健
康
増
進
に
も
つ
な
が

る
」
と
感
想
を
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

競
技
の
結
果
は
次
の
通
り
。

▽
優
勝
＝
西
原
支
部
：
山
本
止
選
手

▽
準
優
勝
＝
小
国
郷
支
部
：
下
城
将
勲
選
手

▽
３
位
＝
産
山
支
部
：
井
国
光
選
手

　
写
真
上
＝
表
彰
式
の
様
子
。
中
央
右
か
ら

　
山
本
止
さ
ん
・
下
城
将
勲
さ
ん
・
井
国
光
さ
ん

第
16
回
Ｊ
Ａ
阿
蘇
旗
争
奪

学
童
わ
ん
ぱ
く
野
球
大
会

　
　
「
阿
蘇
ド
リ
ー
ム
ズ
」
優
勝

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
10
月
５
日
、
第
16
回
Ｊ
Ａ
阿

蘇
旗
争
奪
学
童
わ
ん
ぱ
く
野
球
大
会
を
一
の

宮
総
合
運
動
公
園
で
開
催
し
ま
し
た
。
同
大

会
は
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
実
施
さ

れ
て
お
り
、
今
年
度
は
阿
蘇
郡
市
か
ら
９
チ

ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
古
澤
博
保
常
務
は
「
み
な
さ
ん

が
大
会
に
向
け
練
習
さ
れ
て
き
た
成
果
を
十

分
に
発
揮
さ
れ
、
最
後
ま
で
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
挨
拶
。
試
合
は
順
調
に
進
み
、
手

に
汗
握
る
熱
戦
の
結
果
「
阿
蘇
ド
リ
ー
ム

ズ
」
が
優
勝
し
、
古
澤
常
務
よ
り
賞
状
と
優

勝
旗
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
し
た
共
済
部
の
職
員
は
「
子
供
た
ち

の
生
き
生
き
と
し
た
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

て
嬉
し
い
。
選
手
一
人
一
人
の
が
ん
ば
り
に

私
た
ち
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
っ
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
10
月
15
日
、
熊
本
市
富
合
町
の

雁
回
公
園
運
動
広
場
で
開
催
さ
れ
た
第
58
回

職
場
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
熊
本
県
大
会
で
、

Ｊ
Ａ
阿
蘇
チ
ー
ム
は
見
事
準
優
勝
と
な
り
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
チ
ー
ム
は
、
同
９
月
７
日
開
催

さ
れ
た
阿
蘇
郡
市
予
選
大
会
で
優
勝
し
、
今

回
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

県
大
会
で
は
、
各
市
町
村
よ
り
勝
ち
上
が

っ
て
き
た
強
豪
企
業
チ
ー
ム
と
対
戦
し
、
計

４
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

　

試
合
で
は
、
多
く
の
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
や

ホ
ー
ム
ラ
ン
も
飛
び
出
し
、
大
き
な
盛
り
上

が
り
と
な
り
ま
し
た
。
惜
し
く
も
決
勝
戦
で

敗
れ
ま
し
た
が
、
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
は
も
と
よ
り
、
出
場
各
企
業
と
の
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

準優勝のＪＡ阿蘇チーム選手の皆さん

阿
蘇
ド
リ
ー
ム
ズ
に
優
勝
旗
を
贈
る
古
澤
常
務
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　ＪＡ阿蘇は11月、南部（1日）・中部（8日）・小国郷（15
日）の３地区で収穫感謝祭を開催しました。感謝祭は毎
年開かれ、秋の実りと組合員・地域住民に感謝を伝える
ことが目的です。各会場では職員によるブース出店のほ
かＪＡ阿蘇女性部によるカレー、ＪＡ阿蘇青壮年部によるフ
ライドポテトブースも出店されました。
　ステージイベントでは「それいけ！アンパンマンショ
ー」や地元保育園児による和太鼓演奏などが披露され、

多くの来場者で賑わいました。
　また、じゃんけん大会や福引大会も行われ、阿蘇で採
れた令和７年産新米や豪華賞品が参加者にプレゼント
されました。
　原山寅雄組合長は「今回も役職員が一丸となって感謝
祭を盛り上げることが出来た。今後も感謝祭を開催し、
組合員や地域住民に日頃の感謝を伝えていきたい」と話
しています。

小国郷・中部・南部の3地区で ＪＡ阿蘇収穫感謝祭
各会場 秋の実りと組合員・地域住民に感謝のイベントで盛り上がる！各会場 秋の実りと組合員・地域住民に感謝のイベントで盛り上がる！

収穫感謝祭「小国郷地区」会場の様子

小国郷の収穫感謝祭は、
　　　　　　　恒例の鏡割で開幕！

スタッフの笑顔と真剣な表情が
　　　　　　料理を美味しくする♥

収穫感謝祭「中部地区」会場の様子（次ページに続く）
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来場者が一緒に参加
できるプログラムや
ゲームもあって、
会場は大きな歓声に
つつまれた！

猿まわしも大人気！

こ
の
日
だ
け
し
か
買
え
な
い

美
味
し
い
グ
ル
メ
を
求
め
、

Ｊ
Ａ
阿
蘇
出
店
の

　

各
ブ
ー
ス
は
来
場
者
で

　
　
　
　
　

大
盛
況
！

収穫感謝祭「南部地区」会場の様子
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ＪＡ阿蘇女性部「スタミナ料理」料理コンテストＪＡ阿蘇女性部「スタミナ料理」料理コンテスト
地元農産物＋ＪＡふれあい食材で〝地産地消〟実践！ 地元農産物＋ＪＡふれあい食材で〝地産地消〟実践！ 地元農産物＋ＪＡふれあい食材で〝地産地消〟実践！ 地元農産物＋ＪＡふれあい食材で〝地産地消〟実践！ 

出品者（出品支部）と料理名

佐藤和代「ツナフレークと
　　　　　　　ふんわり卵の押し寿司」（写真下左）
支部共作「玄米シリアルと
　　　　　　　グラノーラのクリスピー」（写真下右）

 阿蘇町支部

支部役員共作「赤魚の色彩りあんかけ」（写真下左）
支部役員共作「芋ようかん」（写真下右）

 西原支部

長谷部まち子「ツナたまやき」（写真下左）
梅田　泉「豚肉のくるくる焼き」（写真下右）

 小国郷支部

岡田留里子「夏野菜を使った鮭マリネ」（写真下左）
菅美佐子「オリジナル秋バージョン」（写真下右）

 一の宮支部

山辺久美子「夏野菜ピリ辛炒め」（写真下左）
支部共作「肉・エビ・野菜のあっさりスープ」（写真下右）

 蘇陽支部

桐原夏代「チキンとえびの
　　　　　　　最強スタミナガーリック」（写真下左）
桐原夏代「冷やし栗ぜんざい」（写真下右）

 南阿蘇支部

　ＪＡ阿蘇女性部は10月17日、中部営農センターで第9

回料理コンテストを行いました。同コンテストは、地元の

農作物を使用し、地産地消運動の促進を図るとともに、Ｊ

Ａふれあい食材の様々な活用法の共有、普及拡大を目的

に毎年開催されています。今年はふれあい食材（肉・魚）を

使った「スタミナ料理」をテーマに、管内7支部がアイデア

を詰め込んだ献立で競い合いました。厳正な審査の結果、

高森支部が考案した「ナスカツ」と「花見大福」が最優秀

賞に輝きました。（作り方は次ページに紹介）

　「ナスカツ」はナスの中に、トビウオのすり身・バナメイ

エビ・枝豆を詰めて揚げたヘルシーなスタミナ料理です。

特に魚をすり身にすることで、魚が苦手な人でも食べや

すいように風味と食感に工夫がなされています。

　「花見大福」は桜の塩漬けを乗せた彩り豊かなデザート

で、家庭にある材料で手軽に作れることをアピール。ふれ

あい食材と身近な材料を組み合わせ、日々の食卓が豊か

になることを提案していることが評価されました。

　コンテストに参加した関係者からは「ふれあい食材の

新しい使い方を発見できた」「食卓が華やかになるレシピを

学べた」といった声が聞かれ、地域の食文化の継承に繋がる

有意義なコンテストとなりました。ＪＡ阿蘇女性部は、今後も

地域食材を活用した地産地消に取り組んでいきます。

最優秀賞に高森支部の
「ナスカツ」と「花見大福」
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作り方

最優秀賞の高森支部「ナスカツ」と「花見大福」レシピ

ど
の
料
理
も
甲
乙
付
け
が
た
く
…

審
査
に
迷
う
原
山
組
合
長
ら

              

審
査
員
の
皆
さ
ん

「花見大福」 レシピ「ナスカツ」 レシピ

☆料理ＰＲ

　さくらの花の塩漬けの出番がやっと来ました！

　家にある材料で手軽にできます。

☆材料・分量（20個分）

　白玉粉200ｇ・砂糖200ｇ・水300 ㏄・片栗粉少々・から

　いも600ｇ・茹でた栗少々・さくらの花の塩漬け。

①茹でた（蒸かした）からいもを潰し、砂糖50g と栗少々

　を加え、からいも餡を作る。20 個に分けて丸めておく。

②白玉粉に砂糖150g と分量の水を加えて混ぜレンジで

　５分程加熱する。（様子を見て透明になるまで加熱する）

③生地ができたら20 個に分け、からいも餡を包む

④最後に、さくらの花の塩漬けをトッピングする。

作り方

☆使用した「ふれあい食材」

　トビウオすり身・バナメイエビ・えだまめ

☆料理ＰＲ

　魚の苦手な方でも、すり身に

　なっているため食べやすい。

☆材料・分量（４人分）

　トビウオすり身100ｇ・木綿豆腐1/2 丁・人参1/2本・

　えだまめ少々・なす２本・チーズ少々・パン粉・卵・小

　麦粉・油・にんにく醤油・塩コショウ各適宜。

①トビウオすり身にみじん切りの人参・粗みじん切りの

　えだまめ・絞った豆腐・チーズ・塩コショウ少々を

　混ぜる。

②なすは1～1.5㎝幅にスライスし、にんにく醬油に

　くぐらせる。

③スライスしたなす１枚にすり身種をぬり、もう１枚で

　はさむ。

④③に小麦粉→卵→パン粉の順で衣をつけ油で揚げる。
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「リスク管理の重要性」呼びかける
管内５支所で地区別全体職員研修会

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
県
大
会

小
国
郷
購
買「
最
優
秀
賞
」受
賞

ジ
ュ
ー
シ
ー
陳
列
コ
ン
テ
ス
ト

グ
リ
ー
ン
な
ん
ご
う「
優
良
賞
」受
賞

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国
郷
購
買
課
は
、
Ｊ
Ａ
熊
本

経
済
連
主
催
の
「
第
16
回
Ｊ
Ａ
資
材
店
舗
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
熊
本
県
大
会
」
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
Ｊ
Ａ
資
材
店
舗
の
活
性
化
や
売

れ
る
店
づ
く
り
な
ど
、
競
争
力
強
化
を
促
す

取
り
組
み
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
国
郷
購
買
課
で
は
商
品
の
特
徴
や
使
い

方
を
物
語
と
し
て
伝
え
る
「
ス
ト
ー
リ
ー
性

の
あ
る
Ｐ
Ｏ
Ｐ
」
を
工
夫
。
さ
ら
に
、
立
体

感
を
持
た
せ
た
演
出
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で

組
合
員
の
目
を
引
く
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
の
あ
る

売
場
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価

さ
れ
、
受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

小
国
郷
購
買
課
の
梅
木
課
長
は
「
職
員
一

人
一
人
の
工
夫
と
努
力
が
実
を
結
ん
だ
結
果

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
組
合
員
の
皆

さ
ま
に
〝
楽
し
く
買
い
物
が
で
き
る
売
場
〞

を
提
供
し
て
い
き
ま
す
」
と
、
喜
び
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。
（
写
真
上
＝
小
国
郷
購
買
課
の

皆
さ
ん
）

　

グ
リ
ー
ン
な
ん
ご
う
は
、
県
下
Ｊ
Ａ
で
展

開
中
の
ジ
ュ
ー
シ
ー
愛
飲
運
動
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る
「
ジ
ュ
ー
シ
ー
陳
列
コ
ン

テ
ス
ト
」
で
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
県
下
Ａ
コ
ー
プ
チ
ェ

ー
ン
及
び
Ｊ
Ａ
店
舗
に
お
け
る
愛
飲
運
動
品

目
の
定
番
化
を
促
進
し
、
県
産
の
果
物
や
野

菜
を
中
心
と
し
た
ジ
ュ
ー
シ
ー
製
品
を
広
く

定
着
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
な
ん
ご
う
は
ジ
ュ
ー
シ
ー
の
魅

力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
売
場
づ
く
り
に
取

り
組
み
、
組
合
員
や
来
店
者
の
目
を
引
く
工

夫
を
凝
ら
し
た
陳
列
を
展
開
し
た
こ
と
が
今

回
の
受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
な
ん
ご
う
の
田
代
課
長
は
「
日

頃
の
工
夫
や
努
力
が
評
価
さ
れ
、
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
に
根
ざ
し
た
魅

力
あ
る
売
場
づ
く
り
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
受
賞
の
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
写
真
上
＝
グ
リ
ー
ン
な
ん
ご
う
の
皆
さ
ん
）

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
11
月
中
旬
、
管
内
５
支
所
で

地
区
別
全
体
職
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
流
行
後
、
Ｗ
ｅ
ｂ
で
開
催
し
て
い

ま
し
た
が
、
５
年
ぶ
り
に
各
支
所
で
行
い
ま

し
た
。
同
研
修
会
は
、
全
職
員
を
対
象
に
行

動
計
画
や
個
人
情
報
管
理
の
留
意
点
な
ど
例

を
挙
げ
な
が
ら
、
リ
ス
ク
管
理
の
重
要
性
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
策
定
し
た
「
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
基
本
方
針
」
に
つ
い
て

の
説
明
も
行
わ
れ
、
状
況
把
握
の
方
法
や
職

員
の
心
構
え
、
対
応
策
を
周
知
し
ま
し
た
。

　

原
山
寅
雄
組
合
長
は
「
立
場
・
役
割
・
責

任
を
常
に
意
識
し
た
行
動
を
心
が
け
て
業
務

に
あ
た
っ
て
ほ
し
い
」
と
結
び
ま
し
た
。

写
真
＝
地
区
別
全
体
職
員
研
修
会
の
様
子
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探してみてください！ （出題：イラストレーター みやた みゆき）
左右2つのイラストには、違っているところが5か所あります。

前号「紅葉」答えとプレゼント当選者6名様

   　   ＝答え＝
① お母さんの上のトンボ
② お父さんの口
③ 男の子が持っている葉っぱ
④ 女の子の前髪
⑤ 右下の葉っぱ

イラスト違い探し「凧あげ」応募方法

ＪＡ阿蘇イラスト違い探し「凧あげ」

上のイラスト5か所の違いを、官製ハガキに書いて応募してください。
正解者の中から抽選で 5名様に

「熊本県産あか牛サイコロステーキ」（写真：イメージ）をプレゼントします。
応募締め切りは令和 8年 1 月 15 日（当日消印有効）です。

当選者は次号のＪＡあそだよりで発表します。

藤原　智香 様
竹内　和博 様
河津　絢大 様
興梠みえ子 様
宮田すや子 様
陣内亜紀子 様

（南阿蘇村）

（西原村）

（小国町）

（熊本市）

（南阿蘇村）

（熊本市）

●イラスト違いの
答え

　　①

　　②

　　③

　　④

　　⑤

●郵便番号

●住所（番地まで
ご記入ください）

●電話

●氏名　　　　　
　　　●年齢

●ご意見・ご要望

（内容によっては
誌面で取り上げさ

せていただきます
）

●その他
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理 事 会 ・ 監 事 会 報 告

日時：令和7年10月30日午後1時30分
場所：一の宮中央支所会議室
1．開会
2．組合長挨拶
3．協議事項
　委員会報告（総務専門委員会）
　9月末実績について
　１）「ＪＡバンク熊本冬の定期貯金キャンペーン2025」の
　　実施について（案）
　２）2025年「生活応援キャンペーン（マイカー・教育ローン）」
　　実施に伴うキャンペーン金利の取扱いについて（案）
　３）令和7年度米麦等棚卸監査回答書（案）について
　４）職員退職給与規程の改正について（案）
　５）阿蘇農業協同組合企業年金規約の改正について（案）
　６）経理規程の改正について（案）
　７）熊本県酪農業協同組合連合会への増資について（案）
　８）西原給油所建物の賃貸借契約の更新について（案）
　９）出資金減口について（案）
報告事項
　１）マネロン・反社等への対応状況について
　２）事務ミス等報告概要について
　３）ＡＴＭ利用状況について（令和7年9月末）
　４）有価証券購入報告について
　５）不祥事未然防止策内部監査実施状況報告について
　　（令和7年7月～令和7年9月）
　６）令和7年度 農政連会費・国際貿易協定対策募金について
　７）令和7年産米検査実績について
　８）自主検査結果について（令和7年8月）
4．閉会

日時：令和7年11月27日午後1時30分
場所：一の宮中央支所会議室
1．開会
2．組合長挨拶
3．協議事項
　委員会報告（経済専門委員会・金融共済専門委員会）
　10月末実績について
　１）信用手数料改定について（案）
　２）固定資産委員選出について（案）
　３）令和8年産特別栽培米使用農薬変更について（案）
　４）年末冬季賞与について（案）
報告事項
　１）県域ローンセンター媒介業務実績について（令和7年9月）
　２）令和7年度 ＪＡ共済コンプライアンス点検結果および
　　 改善方針の概要について
　３）組合員の加入および脱退について（令和7年9月末）
　４）令和7年度 コンプライアンスプログラム進捗状況について
　 　（令和7年9月末）　↗

　５）2025年度 総合展示会実績について
　６）第6回 アグリイノベーションフェアー開催要領について
　７）新まるごと阿蘇プリペイドカードについて
　８）令和7年産米検査実績について
　９）自主検査結果について（令和7年9月）
　10）ＪＡ阿蘇活動総合3カ年計画進捗状況について
　　  （令和7年9月末）
　11）有価証券購入報告について
4．閉会

日時：令和7年10月28日午後1時30分～
場所：本所2階第一会議室
1．開会
2．挨拶
3．議題
　１）令和7年度上期決算棚卸監査取りまとめについて
　２）令和7年度上期決算監事監査実施手続きについて
報告事項
　①常勤監事業務報告及び会議等報告について
　②不祥事未然防止内部監査実施状況報告書について
　　（令和7年7月～令和7年9月）
　③みのり監査法人「期中監査②」実施計画について
　④行事予定について
4．閉会

日時：令和7年11月21日午前10時～
場所：本所2階第一会議室
1．開会
2．挨拶
3．議題
　１）令和7年度上期決算監事監査取りまとめについて
4．閉会

日時：令和7年11月27日午前10時～
場所：本所2階第一会議室
1．開会
2．挨拶
3．議題
　１）令和7年度上期決算監事監査報告書(案)について
　２）令和7年度導入家畜等棚卸監査実施要領(案)について
報告事項
　①常勤監事業務報告及び会議等報告について
　②行事予定について
4．閉会

■令和7年度第9回理事会

■令和7年度第10回理事会

■令和7年度第7回監事会

■令和7年度第8回監事会

■令和7年度第9回監事会

● ● ●ＪＡ阿蘇職員異動のお知らせ ● ● ●

大石　真美 購買部購買課購買係 阿蘇町中央支所購買課購買係（グリーンショップやまびこ）

氏　名 旧 辞 令新 辞 令

▼令和７年10月18日辞令

田上　清勝 蘇陽支所長兼購買課長 高森支所長

佐藤浩一郎 高森支所長 蘇陽支所長兼購買課長

氏　名 旧 辞 令新 辞 令

▼令和７年12月1日辞令
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